
は
じ
め
に

儀
礼
・
行
事
に
お
け
る
贈
答
や
食
膳
に
、
古
来
か
ら
魚
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
は
マ
ダ
イ
が
そ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
ハ
レ
の
魚

と
し
て
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
地
域
・
時
代
に
よ
り
、

様
々
な
魚
が
利
用
さ
れ
、
現
代
に
お
い
て
も
そ
の
習
俗
は
一
部
に
残
存

し
て
い
る
。
以
前
、
拙
稿

｢

西
三
河
平
野
部
の

｢

祭
り
魚｣

―
ボ
ラ
の

地
位
と
利
用
の
変
化
に
つ
い
て
―｣

で
は
、
愛
知
県
西
三
河
平
野
部
で

昭
和
四
十
年
頃
ま
で
、
秋
祭
り
の
魚
と
し
て
ボ
ラ
が
多
く
利
用
さ
れ
て

い
た
事
例
を
紹
介
し
た

[

小
早
川

二
〇
一
五]

。
こ
の
際
、
文
献
資

料
等
か
ら
、
他
の
儀
礼
や
行
事
に
お
い
て
も
ボ
ラ
が
選
択
的
に
利
用
さ

れ
て
い
た
点
に
つ
い
て
指
摘
し
た
が
、
そ
の
他
の
魚
種
に
つ
い
て
は
触

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て

の
婚
姻
・
産
育
儀
礼
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
魚
が
贈
答
や
祝
い
膳
に

利
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
史
料
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。

史
料
に
つ
い
て

本
稿
で
は
主
に
東
浦
町
郷
土
資
料
館
所
蔵
の

｢

前
日
高
家
文
書｣

と

｢

日
高
家
文
書｣

中
の
史
料
を
分
析
対
象
と
す
る
。
前
日
高
家
と
日
高

家
は
、
愛
知
県
知
多
郡
東
浦
町
緒
川
の
素
封
家
で
、
日
高
家
が
本
家
、

前
日
高
家
が
分
家
の
関
係
に
な
る
。
前
日
高
家
は
日
高
家
よ
り
弘
化
二

年

(
一
八
四
五)

に
分
家
し
、
日
高
家
の
前
に
屋
敷
を
構
え
た
こ
と
か

ら

｢

前
日
高｣
と
通
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
前
日
高
家
二
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代
の
日
高
宗
兵
衛
は
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
二
十
四
年
ま
で
緒
川
村
村

長
を
務
め
て
お
り
、
三
代
の
度
は
緒
川
区
長
、
東
浦
村
村
会
議
員
な
ど

も
歴
任
し
て
い
る

[

東
浦
町
誌
編
纂
委
員
会

一
九
六
八

二
二
〇
〜

二
二
一]

。
両
家
の
文
書
、
特
に
前
日
高
家
文
書
に
は
、
幕
末
か
ら
大

正
期
の
祝
儀
帳
類
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
贈
答
や
祝
宴
の
献

立
が
判
明
す
る
。
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
主
に
婚
姻
・
産
育
儀
礼
に
お
い

て
贈
答
さ
れ
た
魚
と
、
そ
の
際
の
祝
宴
に
登
場
す
る
魚
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
。
ま
た
、
前
日
高
家
文
書
の
う
ち
、
歳
暮
・
中
元
の
記
録
に
つ

い
て
も
、
比
較
対
象
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

愛
知
県
知
多
郡
東
浦
町
緒
川
は
、
知
多
半
島
基
部
の
東
側
に
位
置
し
、

尾
張
国
と
三
河
国
の
境
界
と
な
る
境
川
の
最
下
流
部
に
接
す
る
。
昭
和

二
十
八
年(

一
九
五
三)

の
十
三
号
台
風
後
に
埋
立
て
ら
れ
る
ま
で
は
、

緒
川
湊
と
呼
ば
れ
る
入
江
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
米
や
酒
、
大
正
時

代
に
は
丘
陵
地
か
ら
産
す
る
磨
き
砂
が
積
み
出
さ
れ
た
。
主
な
生
業
は

農
業
で
あ
り
、
農
閑
期
に
は
半
田
な
ど
の
醸
造
業
に
従
事
す
る
者
も
多

か
っ
た
と
い
う

[

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会

二
〇
一
一

五
三]

。

一

祝
儀
と
し
て
贈
ら
れ
た
魚

(

一)

出
産
時

今
回
対
象
と
し
た
史
料
の
う
ち
、
出
産
に
関
わ
る
も
の
は
嘉
永
三
年

(

一
八
五
〇)

か
ら
大
正
四
年

(

一
九
一
五)

ま
で
の
一
四
点
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
表
題
に

｢

出
産
見
舞｣

等
と
あ
る
も
の
の
ほ
か
、｢

御

産
着｣

と
あ
る
産
着
祝
い
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
に
は
、
祝
儀
と
し
て
贈
ら
れ
た
物
品
と
、
贈
り
主
の

名
前
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
魚
介
類
の
み
を
抜
粋
し
、
件
数

を
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
特
に
多
く
登
場
す
る
の
は
、
ス
ズ
キ

(

セ
イ
ゴ
・
マ
ダ
カ

(

１))

と
ボ
ラ

(

イ
ナ

(

２))

で
あ
り
、
そ
の
数
量
は
突
出

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
出
産
祝
い
に
贈
る
魚
と
し
て
、
当
時
は

ス
ズ
キ
ま
た
は
ボ
ラ
が
明
ら
か
に
指
向
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
両
者
と
も
に
成
長
段
階
名
を
持
つ

｢

出
世

魚｣

で
あ
る
、
と
い
う
点
が
特
に
意
識
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
に
記
載
さ
れ
た
名
称
を
み
る
と
、
ス
ズ
キ
に
つ
い
て
は｢

ス
ズ
キ｣

と
あ
る
の
は
二
例
の
み
で
、
あ
と
は

｢

マ
ダ
カ｣

ま
た
は

｢

セ
イ
ゴ｣

で
あ
る
。
史
料
で
は
マ
ダ
カ
に

｢

真
高｣

の
字
を
あ
て
る
こ
と
も
多
い
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こ
と
か
ら
、
縁
起
の
よ
い
名
称
と
い
う
こ
と
も
、
贈
答
に
指
向
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。

ボ
ラ
に
つ
い
て
は
二
〇
セ
ン
チ
程
度
の
幼
魚
で
あ
る
イ
ナ
が
多
い
が
、

｢

鯔

(

鰡)｣
よ
り
も

｢

名
吉｣

｢

な
よ
し｣

と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

ナ
ヨ
シ
は『

日
本
方
言
大
辞
典』

で
は
尾
州
・
勢
州
・
肥
前
・
愛
知
県
・

名
古
屋
市
・
三
重
県
志
摩
郡
の
方
言
で
ボ
ラ
の
幼
魚
、
つ
ま
り
イ
ナ
の

こ
と
と
し
て
い
る
が
、『

綜
合
日
本
民
俗
語
彙』

で
は

｢

鯔
の
こ
と｣

と
あ
る

[

民
俗
学
研
究
所

一
九
七
〇]

。
伊
勢
・
志
摩
地
方
で
は
成

魚
の
ボ
ラ
を
さ
し
て
、
名
吉
の
音
読
み
で

｢

ミ
ョ
ー
ギ
チ

(

ミ
ョ
ー
キ

チ)｣

と
呼
ん
で
い
る
。
今
回
の
対
象
史
料
で
も
イ
ナ
と
ナ
ヨ
シ
が
同

時
に
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
ナ
ヨ
シ
は
イ
ナ
よ
り
も
成
長
し
た
段
階
か
、

成
魚
の
ボ
ラ
と
考
え
ら
れ
る
。｢

大
な
よ
し｣

と
記
載
さ
れ
る
史
料
も

あ
り
、
こ
れ
は
成
魚
も
し
く
は
特
に
大
き
な
ボ
ラ

(

ト
ド)
の
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
ナ
ヨ
シ
は
ボ
ラ
の
古
名
で
も
あ
り
、｢

名
吉｣

と
い
う
漢

字
を
あ
て
る
こ
と
か
ら
も
、｢

真
高｣

同
様
に
嘉
名
の
魚
と
し
て
、
贈

答
に
ふ
さ
わ
し
い
魚
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
特
に
ボ
ラ
は
、
幕
末

か
ら
大
正
初
期
ま
で
の
期
間
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
の
史
料
に
記
載
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
マ
ダ
カ
よ
り
も
強
く
指
向
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

ス
ズ
キ
、
ボ
ラ
の
次
に
多
い
の
は
カ
レ
イ
と
タ
イ

(

小
鯛)

、
イ
カ

だ
が
、
イ
カ
は
明
治
七
年

(

一
八
七
四)

の
史
料
の
み
に
登
場
す
る
の

で
、
何
ら
か
の
特
殊
事
情
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
次
に
複
数
回
登
場

す
る
の
は
ア
イ
ナ
メ
、
コ
チ
、
ワ
ガ
で
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
ワ
ガ
は

主
に
メ
バ
ル
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
伊
勢
湾
・
三
河
湾
の
沿

岸
部
で
漁
獲
さ
れ
る
魚
で
あ
る
。
カ
レ
イ
、
タ
イ
、
ア
イ
ナ
メ
は
高
級

魚
と
い
う
こ
と
で
、
祝
い
の
魚
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

魚
の
価
値
観
に
つ
い
て
は
、
東
浦
町
の
南
隣
に
な
る
半
田
市
の
梶
川
家

文
書
中
に
、
尾
張
藩
御
用
の
魚
に
つ
い
て
左
記
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る

[

半
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会

一
九
九
一

六
三
三]

。

丑
三
月
十
四
日
御
花
見
ニ
付

一
弐
貫
三
百
五
拾
文

尺
弐
寸

鯛
壱
枚

一
四
百
五
拾
文

尺
鰈
壱
枚

一
六
百
八
拾
文

尺
弐
寸

名
吉
壱
本

一
四
百
三
拾
文

八
寸
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表
１

出
産
に
際
し
て
贈
ら
れ
た
魚

合

計

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 No

禮
子
出
産
見
舞
覚
帳

(

前
日
高
家
３
―

�)

か
げ
子
出
産
見
舞
覚
帳

(

前
日
高
家
３
―

�)

比
良
出
産
見
舞
帳

(

前
日
高
家
３
―

８
―

１)

秀
初
産
諸
事
覚

(

日
高
家
1319
―

１)

美
知
出
産
見
舞
帳

(

前
日
高
家
３
―

８
―

２)

出
産
見
舞
簿

(

前
日
高
家
３
―

８
―

４)

出
産
見
舞
帳

(

前
日
高
家
３
―

８
―

３)

出
産
見
舞
受
納
帳

(

前
日
高
家
３
―

８
―

８)

秀
出
産
見
舞
請
帳

(

日
高
家
1318
―

２)

出
産
受
納
記

(

前
日
高
家
３
―

８
―

�)

出
産
見
舞
請
帳

(

日
高
家
1318
―

３)

帯
祝
出
産
見
舞
収
納
記
誌

(
日
高
家
1318
―

４)

御
産
着
御
見
舞
請
納
帳

(

前
日
高
家
３
―

８
―

�)

御
産
着
請
納
帳

(

前
日
高
家
３
―

８
―

�)
史

料

名

1915 1912 1899 1896 1895 1891 1887 1881 1879 1877 1876 1874 1857 1850 年

12 7 8 10 10 4 8 8 7 2 2 1 3 月

28 21 24 26 19 4 31 27 9 3 27 日

18

2 2 スズキ

10 2 1 4 3 マダカ

6 3 1 1 1 セイゴ

27
11 1 2 1 1 1 4 1 ボラ

16 1 2 1 3 2 1 1 1 1 3 イナ

5
3 1 1 1 タイ

2 1 1 小鯛

3 1？ 1 1 1 アイナメ

6 2 1 2 1 カレイ

3 1 2 コチ

1 1 オコゼ

3 2 1 ワガ

1 1 カツオ

1 1 エソ

1 1 コノシロ

6 6 イカ

1 1 ハマグリ

1 1 コイ



鮎
並
弐
本

一
百
三
拾
文

し
ら
魚
弐
合

〆
五
品
上
肴
之
分

〆
四
貫
○
四
拾
文

こ
の

｢

丑｣

年
は
天
保
十
二
年

(

一
八
四
一)

と
推
測
さ
れ
、
前
日

高
家
文
書
よ
り
少
し
前
に
な
る
が
、
鯛
と
カ
レ
イ
、
名
吉

(

ボ
ラ)

、

鮎
並

(

ア
イ
ナ
メ)

、
白
魚
の
五
品
が

｢

上
肴
之
分｣

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
カ
レ
イ
や
鯛
、
ア
イ
ナ
メ
は
、
ス
ズ
キ
や
ボ
ラ
の

｢

出
世
魚｣

と
い
う
理
由
と
は
別
に
、
贈
答
に
ふ
さ
わ
し
い
高
級
魚
と

し
て
贈
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の｢

上
肴｣

に

｢

名
吉｣

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
ボ
ラ
の
価
値
が
高

か
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
ボ
ラ
は
高
級
魚
で
あ
り
出
世
魚
と
い
う
こ
と

で
、
成
長
儀
礼
の
贈
答
に
も
っ
と
も
指
向
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

登
場
回
数
の
少
な
い
魚
種
の
う
ち
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
治
三
十

二
年

(

一
八
九
九)

の
出
産
見
舞
で
コ
ノ
シ
ロ
が
一
例
み
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
コ
ノ
シ
ロ
は

｢

�｣

と
も
書
き
、
西
日
本
で
は
祭
礼
に
コ
ノ

シ
ロ
の
姿
寿
司
が
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い

(

３)

。

し
か
し
人
生
儀
礼
に
際
し
て
は

｢

児
の
代｣

な
ど
と
い
っ
て
、
子
供
が

死
ん
だ
時
に
一
緒
に
埋
葬
す
る
事
例
も
あ
り

(

４)

、
あ
ま
り
縁
起
の
よ
い
魚

と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
コ
ノ
シ
ロ
も
成
長
段
階
名
を
も
つ
魚
で
あ
り

(

５)

、

出
世
魚
と
し
て
産
育
儀
礼
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
コ
ノ

シ
ロ
の
成
魚
は
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
に
な
り
、
イ
ナ
と
同
じ
く
ら
い
の
大

き
さ
と
な
る
。
コ
ノ
シ
ロ
は
三
河
湾
で
当
時
多
く
漁
獲
さ
れ
た
魚
で
あ

り
、
入
手
し
や
す
く
、
ま
た
適
当
な
大
き
さ
の
魚
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

贈
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

コ
イ
は
古
く
か
ら
神
饌
や
祝
儀
の
魚
と
さ
れ
て
き
た
魚
だ
が
、
対
象

史
料
の
う
ち
で
は
明
治
二
十
九
年

(

一
八
九
六)

の
一
例
の
み
、
と
い

う
点
に
も
留
意
し
た
い
。
コ
イ
を
煮
付
け
に
し
て
産
婦
に
食
べ
さ
せ
る

と
乳
が
よ
く
出
る
、
と
い
う
伝
承
は
、
愛
知
県
全
域
で
多
く
聞
か
れ
る

が
、
出
産
祝
い
と
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
家
で
用
意
す
る

の
が
普
通
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
緒
川
は
衣
浦
湾
の
最
奥
部
に
繋
が
る

こ
と
か
ら
、
コ
イ
よ
り
も
海
魚
の
方
が
入
手
し
や
す
か
っ
た
、
と
い
う

事
情
も
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
二)

成
長
儀
礼

成
長
儀
礼
に
関
す
る
史
料
で
祝
儀
受
納
の
記
録
が
あ
る
も
の
は
、
初

節
供
と
思
わ
れ
る
二
点
と
、
髪
置
の
一
点
の
計
三
点
で
あ
る

(

表
２)

。
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こ
こ
で
も
ス
ズ
キ

(

マ
ダ
カ)

と
ボ
ラ

(
イ
ナ)

が
そ
れ
ぞ
れ
合
計
三

例
と
な
っ
て
お
り
、
出
世
魚
と
い
う
点
が
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
ア
イ
ナ
メ
や
ク
ロ
ダ
イ
、
カ
レ
イ
、
コ
チ
と
い
っ

た
魚
も
贈
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
出
世
魚
と
決
ま
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
魚
種
が
、
祝
儀
に
ふ
さ
わ

し
い
魚
と
し
て
贈
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
ア
イ
ナ

メ
や
カ
レ
イ
は
、
高
級
魚
と
い
う
こ
と
で
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

嘉
永
三
年

(

一
八
五
〇)

の
菖
蒲
祝
の
際
は
、
イ
カ
が
贈
ら
れ
た
事
例

が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
こ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
初
節
供
や
髪
置
に

際
し
て
は
、
祝
い
膳
の
献
立
に
特
徴
的
な
魚
の
利
用
が
あ
り
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

(

三)

婚
礼

婚
礼
に
つ
い
て
は
、
祝
儀
受
納
の
記
録
が
二
点
の
み
で
あ
り(

表
３)

こ
れ
だ
け
で
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
魚
種

が
豊
富
な
弘
化
二
年

(

一
八
四
五)

の

｢

婚
姻
祝
儀｣

で
複
数
人
か
ら

イ
ナ
が
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
祝
儀
の
魚
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
魚
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
七
年

(

一
八
七
四)

の

｢

婚
姻
御
祝
儀
記
簿｣

で
贈
ら
れ
た
魚
は
イ
ナ
二
例

の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
意
識
的
に
選
択
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
高

い
だ
ろ
う
。
弘
化
二
年
の
史
料
に
戻
る
と
、
ワ
ガ
は

｢

黒
ワ
ガ｣

と
あ

る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
ク
ロ
メ
バ
ル
と
思
わ
れ
る
。
タ
イ
や
エ
ビ
、

ア
ワ
ビ
は
婚
礼
の
祝
儀
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ワ
ガ
、
ク
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表
２

成
長
儀
礼
で
贈
ら
れ
た
魚

3 2 1 No

端
午
祝
儀
請
納
記

(
前
日
高
家
３
―

８
―

６)

髪
置
赤
飯
弘
覚
帳

(
前
日
高
家
３
―

８
―

�)

菖
蒲
祝
覚
・
破
魔
弓
祝
覚
帳

(

前
日
高
家
３
―

８
―

�)

史

料

名

1884 1878 1850 年

5 11 1 月

5 15 日

端
午

髪
置

誕
生

分
類

1 スズキ

1 1 マダカ

1 1 ボラ

1 イナ

2 アイナメ

1 1 クロダイ

1 1 カレイ

2 コチ

2 13 イカ

1 カキ



ジ
メ
、
タ
コ
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
選
択
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
愛
知
県
に
お
い
て
、
メ
バ
ル
や
ク
ジ
メ
、
タ
コ
が
儀
礼
や
行
事
で

意
識
的
に
選
択
さ
れ
る
事
例
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
け
ら
れ
ず
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
表
３
の
明
治
七
年

(

一
八
七
四)

｢

婚
姻
御
祝
儀
記
簿｣

に

は
、
次
の
よ
う
な
買
物
記
録
が
あ
る
。

一
上
板

弐
枚

一
並
板

八
枚

一
目
巻

拾
本

一
末
廣

弐
本
半

一
ツ
ミ
入

五
合

一
中
竹
輪

三
本

一
並
竹
輪

拾
弐
本

一
い
か

見
合

一
ち
ん
ミ

五
升

一
名
吉

七
本

一
青
さ
よ
り

見
合

一
め
し
ろ

〃

一
ま
す

〃

一
目
こ
ち

味
噌
吸
も
の

さ
し
身

一
角
半
べ
ん

十
七

一
並
半
べ
ん

六
十
二
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表
３

婚
姻
祝
儀
と
し
て
贈
ら
れ
た
魚

2 1 No

婚
姻
御
祝
儀
記
簿

(
前
日
高
家
３
―

９
―

３)

家
福
并
婚
姻
祝
儀
請
納
帳

(

前
日
高
家
３
―

９
―

５)

史

料

名

1874 1845 年

4 11 月

5 17 日

2 5 イナ

1 タイ

1 ワガ

1 クジメ

3 タコ

1 エビ

1 アワビ



一
む
き
み

弐
升

一
味
噌
吸
も
の

見
合

汐一
焼
魚

一
小
鳥

五
羽

一
鯛

壱
枚

一
玉
子

三
十

こ
れ
ら
は
次
項
で
触
れ
る
祝
い
膳
の
た
め
の
買
物
と
み
ら
れ
る
。
こ

こ
で
登
場
す
る
魚
の
う
ち
、
魚
種
が
分
か
る
も
の
は

｢

い
か｣

｢

名
吉｣

｢

青
さ
よ
り｣

｢

め
し
ろ｣

｢

ま
す｣

｢

目
こ
ち｣

｢
鯛｣

で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は｢

名
吉｣

つ
ま
り
ボ
ラ
が
七
本
と
、
数
量
で
は
突
出
し
て
い
る
。

鯛
は
婚
礼
の
際
に
大
皿
で
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
中
で
は
も
っ

と
も
格
の
高
い
魚
の
扱
い
で
あ
る
。
次
い
で
婚
礼
と
い
う
祝
い
の
場
面

を
意
識
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
の
は

｢

名
吉｣

で
あ
ろ
う
。
こ
の
ボ
ラ

七
本
は
、
次
項
で
詳
述
す
る
が
、
お
そ
ら
く
祝
い
膳
の
献
立
の
う
ち

｢

焼
物｣

に
使
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
他
の
魚
は
数
量
も

少
な
く
、
料
理
の
一
部
と
し
て
の
利
用
と
思
わ
れ
る
。

二

祝
い
膳
の
魚

こ
こ
ま
で
、
祝
儀
と
し
て
贈
ら
れ
た
魚
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
次

に
儀
礼
の
際
の
食
膳

(

祝
い
膳)

に
登
場
す
る
魚
を
取
り
上
げ
た
い
。

ま
ず
出
産
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
五
ヶ
月
も
し
く
は
七
ヶ
月
で
腹
帯
を

締
め
て
祝
う

｢

帯
祝
い｣

と
い
う
儀
礼
が
あ
る
。
前
日
高
家
文
書
に
は

一
点
、
明
治
九
年

(

一
八
七
六)

旧
九
月
の

｢

帯
祝
弘
人
別
記
誌｣

(

３
│
８
│
11)

が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に

｢

当
日
献
立｣

と
し
て

以
下
の
よ
う
な
献
立
が
記
さ
れ
て
い
る
。

｢

御
酒

弐
ッ
丼

(

酢
蓮
細
□
・
扇
草
有
□
煮)

、
皿

(

い
な
塩

焼)

、
丼(

有
□
煮
人
参
・
木
□)

、
吸
物(

魚)

、
皿(

ふ
し
柿)｣

｢

御
膳
之
部

皿

(

い
な
煮
付)

、
め
し
、
か
し
椀

(

長
芋
・
せ
い

ご

(

６))｣

イ
ナ
は
塩
焼
と
煮
付
で
出
さ
れ
て
お
り
、
菓
子
椀
と
し
て
セ
イ
ゴ
も

登
場
す
る
。
お
そ
ら
く
イ
ナ
は
一
人
一
尾
ず
つ
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、

帯
祝
い
の
儀
礼
の
魚
と
し
て
意
識
的
に
選
択
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
セ

イ
ゴ
も
イ
ナ
と
と
も
に
出
世
魚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
え
て
選
ば
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。
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出
産
後
の
儀
礼
と
し
て
は
、
表
１
の
２

｢

御
産
着
御
見
舞
請
納
帳｣

(
安
政
四
年
・
一
八
五
七)

に
、
七
夜
祝
の
献
立
が
記
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は

｢
一
御
酒
、
一
三
ッ
丼

(

数
の
子
・
田
作
・
も
づ
く)

、
一
吸

物(

と
ろ
ゝ
い
も)

、
一
大
平(

里
い
も
・
人
じ
ん
・
ご
ぼ
う
・
竹
わ
・

つ
と
ど
ふ
ふ)

、
皿

す
あ
へ
、
汁

(

海
老
・
と
う
ふ
・
大
こ
ん)

、
千

代
久

(

白
あ
へ
・
か
き)
、
坪

(

里
い
も
・
に
ん
じ
ん
・
ご
ぼ
う
・
竹

わ
・
つ
と
ど
ふ
ふ)

、
豆
飯
、
平

(

さ
と
い
も
・
牛
房
・
さ
か
な)

、
家

喜
物

(

い
な)｣

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
祝
い
膳
に
お
い
て
特

定
の
魚
が
選
択
さ
れ
る
場
合
は
、
献
立
の
主
役
と
も
い
え
る
焼
物

(

家

喜
物)

に
そ
れ
が
表
れ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
表
１
の
５

｢

出
産
受
納
記｣

(

明
治
十
年
・
一
八
七
七)

に
も
、
七
夜
の
内
祝
い
の

献
立
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、｢

大
皿

し
お
や
き
大
な
よ
し｣

と
あ
る
。

出
産
後
の
七
夜
祝
い
に
は
、
イ
ナ
も
し
く
は
ボ
ラ
が
意
識
的
に
選
択
さ

れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

成
長
儀
礼
で
は
、
髪
置
の
記
録
に
献
立
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
髪

置
は
数
え
三
歳
の
祝
い
で
、
こ
の
地
域
で
は
当
時
、
赤
飯
を
配
っ
て
宴

席
を
設
け
た
よ
う
で
あ
る
。
嘉
永
五
年

(

一
八
五
二)

の

｢

髪
置
諸
入

用
記｣
(

前
日
高
家
文
書
３
―

８
―

�)

は
、
前
日
高
家
初
代
利
作
の
長

男
の
髪
置
祝
儀
入
用
等
を
記
録
し
た
も
の
で
、
赤
飯
を
配
っ
た
家
数
が

九
八
軒
と
い
う
盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
献
立
は｢

一
御
酒
、

一
鉢

(

数
の
子
・
田
作)

、
一
硯
ぶ
た

(

小
板
・
な
す
ひ
・
花
海
老
・

木
く
ら
け
・
九
年
母)

、
一
三
ッ
丼

(

な
ま
子
・
志
ぐ
れ
・
志
た
し)

、

一
皿
鉢

(

か
れ
い)

、
大
平

(

椎
茸
・
里
い
も
・
人
じ
ん
・
小
板
・
く

わ
ひ)

、
一
皿
鉢(

塩
焼
い
な)

、
一
皿
鉢(

作
り
身
伊
名
田
・
ち
し
や)

、

壷

(

竹
わ
・
れ
ん
根
・
人
し
ん
・
椎
茸
・
里
芋)

、
汁

(

か
き
・
と
う

ふ
・
か
ぶ)

、
猪
口

(

志
ぐ
れ)

、
皿

(

大
こ
ん
・
に
ん
じ
ん
・
た
つ
く

り)

、
飯
、
平

(

菓
子)

、
家
喜
物

(

い
な
六
拾
本)

、
家
喜
も
の

(

た

な
ご
四
拾
七
本)｣

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
は
皿
鉢
に
カ
レ
イ
、
塩

焼
の
イ
ナ
、
イ
ナ
ダ
の
刺
身
、
焼
物

(

家
喜
物)

に
イ
ナ
と
タ
ナ
ゴ
が

使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
タ
ナ
ゴ
は
淡
水
魚
で
は
な
く
、
イ
ナ
と
同
程
度

の
大
き
さ

(

二
五
セ
ン
チ
程
度)

に
な
る
ウ
ミ
タ
ナ
ゴ
ま
た
は
ア
カ
タ

ナ
ゴ
と
推
測
さ
れ
る
。
ウ
ミ
タ
ナ
ゴ
は
卵
胎
生
で
、｢

東
北
地
方
で
は

産
婦
の
食
料
と
し
て
珍
重
す
る｣

と
の
こ
と
か
ら
、
産
育
儀
礼
に
利
用

さ
れ
る
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
し

｢

島
根
県
で
は
逆
児
を
持
っ

た
魚
で
あ
る
と
し
て
妊
婦
に
食
せ
し
め
る
を
嫌
ふ｣

と
い
う
逆
の
事
例

も
あ
る

[

田
中
・
阿
部

一
九
五
五

一
四
一]

。
こ
の
嘉
永
五
年
の

髪
置
で
は
、
お
そ
ら
く
イ
ナ
が
儀
礼
の
魚
と
し
て
意
識
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
一
〇
〇
軒
分
近
い
需
要
に
調
達
が
か
な
わ
ず
、
次
に
ふ
さ
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わ
し
い
魚
と
し
て
ウ
ミ
タ
ナ
ゴ
が
あ
て
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
非
常
に
興

味
深
い
史
料
で
あ
る
。

安
政
六
年

(

一
八
五
九)

｢

髪
置
赤
飯
弘
覚
帳｣

は
、
初
代
利
作
の

第
二
子(

長
女)
の
髪
置
祝
い
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
時
に
赤
飯
を
配
っ

た
先
は
四
九
名
で
、
長
男
の
時
の
半
分
な
の
は
、
女
児
と
い
う
こ
と
か

ら
だ
ろ
う
か
。
こ
の
史
料
に
は
祝
儀
受
納
の
記
録
も
あ
る
が
、
大
半
は

半
紙
と
反
物
類
で
あ
り
、
魚
を
贈
っ
た
例
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
嫡
男

と
女
児
で
差
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
献
立
も
以
下

の
と
お
り
で
、
長
男
の
時
よ
り
は
簡
素
で
あ
る
。

｢

一
三
ッ
丼

(

数
の
子
・
田
作
・
し
ぐ
れ)

、
一
大
平

(

椎
茸
・

長
い
も
・
に
ん
じ
ん
・
竹
輪
・
□
□
麩)

、
一
皿
鉢(

塩
焼
い
な)

、

皿

(

大
こ
ん
・
に
ん
じ
ん
・
田
作)

、
汁

(

と
ふ
・
な)

、
猪
口

(

シ
グ
レ)

、
坪

(

里
い
も
・
れ
ん
こ
ん
・
赤
飯
・
志
ゐ
竹
・
に
ん

じ
ん
・
竹
輪)

、
家
喜
物

(

い
な)

、
御
菓
子

弐
ッ
盛
、
〆
拾
五

人
前

壱
人
ニ
付
弐
折
ツ
ヽ｣

献
立
の
内
容
か
ら
み
る
と
、
魚
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
イ
ナ
の

み
で
あ
り
、
こ
の
後
に
続
く
買
物
覚
ら
し
き
部
分
で
も

｢

一
四
百
文

い
な

弐
拾
本｣

と

｢

一
三
拾
六
文

い
わ
し｣

だ
け
で
あ
る
。｢

〆

拾
五
人
前｣

と
あ
る
の
で
、
饗
応
も
嫡
男
と
比
べ
る
と
か
な
り
簡
素
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
兄
妹
い
ず
れ
も
焼
物
に
イ
ナ
が
使
わ
れ
て

お
り
、
や
は
り
髪
置
の
祝
い
膳
に
は
イ
ナ
が
欠
か
せ
な
い
も
の
、
と
い

う
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
日
高
家
二
代
宗
兵
衛
の
長
女
の

髪
置
の
記
録
も
残
っ
て
い
る
が
、
献
立
は
な
く

｢

祝
儀
受
納
記｣

の
み

で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
カ
レ
イ
や
ス
ズ
キ
、｢

名
よ
し｣

、
イ
ナ
が

贈
ら
れ
て
い
る
。
カ
レ
イ
は
高
級
魚
と
し
て
、
ス
ズ
キ
や
ボ
ラ
は
出
世

魚
と
し
て
選
択
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

婚
姻
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
前
項
で
紹
介
し
た
明
治
七
年(

一
八
七
四)

｢

婚
姻
御
祝
儀
記
簿｣

に
献
立
と
買
物
覚
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
変
盛

大
な
婚
礼
で
、
紙
幅
の
都
合
上
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
省
く
が
、

座
附
の
鉢
魚
と
し
て
タ
イ
の
煮
付
け
、
そ
の
後
の
鉢
に
マ
ス
の
味
噌
汐

焼
と
あ
る
。
次
の

｢

膳
部｣

に
は

｢

家
喜
物｣

と
あ
る
も
の
の
、
魚
種

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。｢

次
部｣

も
鉢
の
内
容
の
記
載
が
少
な
く
、
使

わ
れ
た
魚
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
買
物
覚
に
は
前
述
し
た
よ
う
に

｢

名
吉｣

が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
婚
礼
に
お
い
て
は
、

祝
い
魚
と
し
て
タ
イ
が
指
向
さ
れ
、
産
育
儀
礼
ほ
ど
に
は
出
世
魚
が
意

識
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し

｢

名
吉｣

が
購
入
し
た
魚
の
数
量
と
し
て

突
出
す
る
こ
と
か
ら
、
嘉
名
の
魚
と
し
て
婚
礼
の
膳
に
ふ
さ
わ
し
い
と

さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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三

｢

祝
儀
の
魚｣

意
識

史
料
か
ら
は
、
出
世
魚
で
あ
る
ボ
ラ
や
ス
ズ
キ
、
い
わ
ゆ
る
高
級
魚

で
あ
る
タ
イ
や
カ
レ
イ
な
ど
が
、
祝
儀
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
魚
と
し
て

選
択
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
魚
が｢

祝
儀
の
魚｣

で
あ
る
、
と
い
う
意
識
は
、
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

伊
勢
湾
沿
岸
で
は
、
子
供
の
お
七
夜
や
お
食
い
初
め
に
ボ
ラ(

イ
ナ)

を
つ
け
る
、
と
い
う
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
三
重
県
伊
勢
市
大

湊
町
で
は
、
お
七
夜
の
膳
に

｢

焼
い
た
鯔｣
が
つ
き
、｢

産
婆
と
子
供

の
膳
に
は
別
に
生
の
大
き
な
ボ
ラ
を
添
え
た｣
と
い
う

[

伊
勢
市

二

〇
〇
七

二
四
五]

。
東
浦
町
に
近
い
愛
知
県
東
海
市
で
は
、
お
七
夜

に

｢(

産
婦
に)

セ
イ
ゴ
を
食
べ
る
と
、
乳
の
出
が
よ
く
な
る
と
い
わ

れ
、
ボ
ラ
な
ど
の
出
世
魚
と
と
も
に
よ
く
食
べ
さ
せ
た｣

[

東
海
市
史

編
さ
ん
委
員
会

一
九
九
〇

一
一
二
四]

、
生
後
百
日
目
の
お
食
い

初
め
で
は

｢

祝
う
子
の
膳
に
は
赤
飯
に
焼
魚
、
吸
物
な
ど
を
お
く
。
焼

魚
に
は
生
長
す
る
に
従
っ
て
名
が
代
わ
る
鰡
、
鱸
、
鰤
の
類
で
、
世
に

い
う
出
世
魚
が
用
い
ら
れ
る
の
が
習
わ
し
で
あ
る｣

[

東
海
市
史
編
さ

ん
委
員
会

一
九
八
二

一
六
二]

と
い
い
、｢

出
世
魚｣

と
い
う
点

が
産
育
儀
礼
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
聞
き
取

り
調
査
で
も
、
愛
知
県
知
多
郡
武
豊
町
で
昭
和
四
十
年
代
後
半
に
、
出

産
後
に
は
ボ
ラ
を
食
べ
さ
せ
る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、
産
婦
に
ボ

ラ
を
買
っ
て
き
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
ボ
ラ
は
刺
身
で
食

べ
て
い
た
と
い
う
。

婚
礼
の
際
に
も
、
同
郡
阿
久
比
町
で
は
、
祝
言
の
宴
会
の
終
わ
り
に

｢

お
の
ぼ
り
の
魚｣

と
い
っ
て
大
き
な
魚

(

イ
ナ
か
マ
ダ
カ)

を
出
し

た
。
こ
れ
は
蒸
し
た
汁
と
醤
油
で
味
付
け
し
、
一
人
前
ず
つ
盛
っ
て
配
っ

た
も
の
と
い
う[

阿
久
比
町
誌
編
さ
ん
委
員
会

一
九
九
五

二
四
三]

。

祝
言
の
膳
に
は
タ
イ
が
普
通
だ
が
、
最
後
に
イ
ナ
や
マ
ダ
カ
を
出
す
と

い
う
点
か
ら
、
こ
れ
ら
が
祝
儀
に
ふ
さ
わ
し
い
魚
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
渥
美
半
島
の
田
原
市
白
谷
で
も
同
様
の

風
習
が
あ
り
、｢

オ
ツ
モ
リ
ザ
カ
ナ｣

と
い
っ
て

｢

尺
五
寸
く
ら
い｣

の
大
き
な
魚
を
煮
て
、
大
皿
で
出
し
て
い
た
。｢

鯛
が
よ
い
が
、
カ
レ

イ
や
マ
ダ
カ
も
あ
っ
た｣

と
い
う

[

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会

二
〇

一
一

二
〇
四
〇]

。
こ
の
事
例
で
は
、
出
世
魚
と
い
う
観
点
よ
り
も
、

大
き
さ
と
高
級
魚
と
い
う｢

格｣

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

前
述
し
た
お
食
い
初
め
に
つ
い
て
も
、
愛
知
県
蒲
郡
市
で
は

｢

白
身
の

魚｣

と
い
う
だ
け
で
、
特
に
出
世
魚
を
選
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
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う
で
あ
る

[

蒲
郡
市
史
編
さ
ん
事
業
実
行
委
員
会

二
〇
〇
六

七
四

二]
。｢
出
世
魚｣

と
い
う
意
識
は
、
伊
勢
湾
周
辺
で
も
東
へ
行
く
に
つ

れ
て
薄
く
な
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
、
蒲
郡
市
や
田
原
市
な
ど
の
東
三

河
地
方
や
浜
名
湖
西
岸
あ
た
り
に
な
る
と
、
ボ
ラ
や
ス
ズ
キ
が
成
長
段

階
で
名
前
が
変
わ
る
出
世
魚
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
縁
起
が
良
い
な
ど
と
意
識
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
、
と
語

る
人
も
多
い
。｢

出
世
魚｣
と
い
う
意
識
が
薄
い
地
域
で
は
、
儀
礼
の

際
の
魚
種
が
限
定
さ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
魚
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
は
、
魚
の

｢
格｣
と
儀
礼
に
ふ
さ
わ
し
い
形
や

大
き
さ
が
、
選
択
基
準
と
し
て
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

他
の
儀
礼
と
の
違
い

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
人
生
儀
礼
に
関
す
る
魚
と
の
比
較
と
し
て
、

中
元
・
歳
暮
で
贈
答
さ
れ
た
魚
に
つ
い
て
、
前
日
高
家
文
書
中
の
史
料

を
み
て
い
き
た
い
。

当
該
史
料
は
、
表
紙
に

｢

明
治
三
十
八
年
乙
巳
十
二
月

歳
暮
祝
儀

覚
帳｣

と
あ
る
が
、
明
治
二
十
年
頃
か
ら
三
十
八
年
ま
で
の
中
元
と
歳

暮
の
際
の
贈
答
を
記
録
し
た
帳
簿
を
合
冊
し
た
も
の
で
あ
る

(

前
日
高

家
文
書
３
―

�)

。
下
の
方
は
固
着
し
て
お
り
、
確
認
で
き
た
の
は
明

治
二
十
一
年
以
降
で
あ
っ
た
。
帳
簿
は
縦
三
段
に
罫
線
が
入
り
、｢

納

部｣
｢

遣
部｣

と
相
手
先
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

｢

納
部｣

は
相
手
先
か
ら
受
け
取
っ
た
も
の
、｢

遣
部｣

は
前
日
高
家
か
ら
贈
っ

た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
史
料
か
ら

｢

納
部｣

の
う
ち
魚

を
贈
ら
れ
た
事
例
の
件
数
を
集
計
し
た
も
の
が
、
表
４
・
５
で
あ
る
。

ま
ず
表
４
の
中
元
と
表
５
の
歳
暮
を
比
較
す
る
と
、
中
元
で
魚
を
贈
答

す
る
事
例
は
少
な
く
、
歳
暮
は
非
常
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て

歳
暮
で
は｢

イ
ナ｣

｢

二
才｣

｢

な
よ
し｣

な
ど
と
表
記
さ
れ
る
ボ
ラ
が
、

圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
。
当
時
は
歳
暮
の
贈
答
の
魚
と
し
て
、
ボ

ラ
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
次
に

｢

セ
イ
ゴ｣

｢

マ
ダ
カ｣

と
あ
る
ス
ズ
キ
系
、
ワ
ガ(

メ
バ
ル
か)

、
カ
レ
イ
、
サ
ケ
、

タ
イ
、
ヒ
ラ
メ
が
続
く
。
こ
こ
に
挙
が
る
魚
は
お
お
む
ね
、
贈
答
に
適

し
た

｢

格｣

を
持
つ
魚
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ

れ
に
し
て
も
ボ
ラ
系
へ
の
集
中
は
著
し
い
が
、
そ
の
理
由
は
今
の
と
こ

ろ
不
明
で
あ
る
。
中
元
で
は
ボ
ラ
と
タ
イ
が
合
計
五
例
で
同
数
、
次
に

コ
チ
と
い
う
、
歳
暮
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
様
相
と
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
ボ
ラ
は
一
般
的
な
贈
答
に
適
し
た
魚
、
と
い
う
よ
り
、｢

歳
暮
の

魚｣

と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
漁
業
者
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表
４

中
元
に
贈
ら
れ
た
魚

(｢

歳
暮
祝
儀
覚
帳｣

よ
り)

計 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 魚種

5

2 1 1 イナ
1 1 小イナ
0 中イナ
0 大イナ
2 1 1 二才
0 大二才
0 なよし
0 小なよし
0 中なよし
0 大なよし

2
2 2 セイゴ
0 マダカ

0
0 ワガ
0 大ワガ
0 赤ワガ

5

0 鯛
0 小鯛
1 1 中鯛
1 1 大鯛
2 1 1 黒鯛
0 小黒鯛
1 1 赤鯛
0 紅鯛

1
0 カレイ
1 1 小カレイ
0 大カレイ
0 カナガシラ
0 クジメ

4
2 1 1 コチ
1 1 小コチ
1 1 中コチ

0
0 鮭
0 大鮭
0 中鮭

1
1 1 ヒラメ
0 小ヒラメ
0 大ヒラメ

2
1 1 サバ
1 1 汐サバ

0
0 フナ
0 大フナ

1
1 1 鯉
0 大鯉
0 ナマズ
1 1 ウナギ
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表
５

歳
暮
に
贈
ら
れ
た
魚

(｢

歳
暮
祝
儀
覚
帳｣

よ
り)

計 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 魚種

158

45 1 1 3 2 9 3 4 9 4 2 7 イナ
6 1 1 1 3 小イナ
2 1 1 中イナ
14 2 1 1 1 1 4 2 2 大イナ
23 2 1 5 1 2 8 3 1 二才
5 1 1 1 1 1 大二才
45 1 3 3 2 6 8 4 1 17 なよし
1 1 小なよし
3 2 1 中なよし
14 4 1 3 6 大なよし

10
4 1 1 1 1 セイゴ
6 1 3 2 マダカ

8
6 2 1 1 1 1 ワガ
1 1 大ワガ
1 1 赤ワガ

6

0 鯛
1 1 小鯛
0 中鯛
0 大鯛
3 2 1 黒鯛
1 1 小黒鯛
0 赤鯛
1 1 紅鯛

7
2 2 カレイ
3 2 1 小カレイ
2 1 1 大カレイ
1 1 カナガシラ
2 1 1 クジメ

4
4 1 2 1 コチ
0 小コチ
0 中コチ

7
4 1 1 1 1 鮭
2 1 1 大鮭
1 1 中鮭

6
4 3 1 ヒラメ
1 1 小ヒラメ
1 1 大ヒラメ

0
0 サバ
0 汐サバ

1
0 フナ
1 1 大フナ

2
1 1 鯉
1 1 大鯉
1 1 ナマズ
0 ウナギ



に
よ
れ
ば
、
伊
勢
湾
内
の
ボ
ラ
の
漁
期
は
春
か
ら
晩
秋
で
あ
り
、
最
盛

期
は
夏
か
ら
秋
で
あ
る
と
い
う
。
ス
ズ
キ
も
夏
の
魚
で
あ
る
。
中
元
の

時
期
は
、
ボ
ラ
や
ス
ズ
キ
は
多
く
手
に
入
る
は
ず
だ
が
、
暑
い
時
期
と

い
う
こ
と
で
魚
の
贈
答
は
避
け
ら
れ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
歳
暮
の
時

期
、
回
遊
魚
で
あ
る
ボ
ラ
は
そ
ろ
そ
ろ
伊
勢
湾
内
か
ら
は
姿
を
消
す
頃

だ
が
、
鳥
羽
・
志
摩
地
方
で
は
ま
だ
漁
期
で
あ
り
、
鳥
羽
か
ら
船
で
名

古
屋
の
市
場
へ
の
流
通
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
購
入
す
る
こ
と
は
で
き

た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
塩
ボ
ラ
な
ど
の
加
工
品
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
う
し
た
儀
礼
や
行
事
の
贈
答
に
選
択
さ
れ
る
魚
を
比
較
検
討
す
る

こ
と
で
、
特
定
の
魚
種
に
対
す
る
民
俗
的
な
認
識
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

五

『

愛
知
県
統
計
書』

に
よ
る
漁
獲
量
と
価
格

前
項
で
歳
暮
の
受
納
を
ま
と
め
た
表
５
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
多
い

ボ
ラ
の
数
量
の
経
年
変
化
を
み
る
と
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
減
少
す

る
傾
向
が
読
み
取
れ
る

(

図
１)

。
三
ま
で
で
見
た
祝
儀
帳
に
お
い
て

も
同
様
の
傾
向
が
あ
り
、
明
治
中
期
頃
ま
で
は
魚
の
贈
答
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
が
、
明
治
末
〜
大
正
期
に
か
け
て
次
第
に
減
っ
て
い
く
傾
向
が
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み
ら
れ
る
。｢

歳
暮
祝
儀
受
納
帳｣

で
は
、
魚
の
代
わ
り
に
例
え
ば
明

治
三
十
八
年
の
歳
暮
で
は

｢

ビ
ス
ケ
ッ
ト｣

、
同
年
の
中
元
で
は

｢
兜

麦
酒｣

(

カ
ブ
ト
ビ
ー
ル)

な
ど
、
新
し
い
品
目
が
登
場
し
て
く
る
。

時
代
の
変
化
で
、
目
新
し
い
も
の
が
贈
答
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
魚
の
贈
答
の
変
化
の
理
由
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
魚
は
当
然
、
年
に
よ
っ
て
漁
獲
量
に
変
動
が
あ

り
、
そ
れ
は
価
格
に
も
直
結
す
る
。
こ
こ
で
は

『

愛
知
県
統
計
書』

を

利
用
し
て
、
漁
獲
量
や
価
格
と
、
ハ
レ
の
場
で
利
用
さ
れ
る
魚
種
と
の

関
連
性
を
検
証
し
て
み
た
い
。

表
６
は

『

愛
知
県
統
計
書』

に
収
載
さ
れ
た
明
治
二
十
七
〜
三
十
九

年
の
魚
種
別
漁
獲
高
の
う
ち
、
上
位
一
〇
位
ま
で
を
抜
粋
し
た
も
の
で

あ
る

(
７)

。
こ
の
う
ち
前
日
高
家
文
書
に
登
場
し
た
魚
は
、
ボ
ラ
、
タ
イ
、

イ
カ
、
コ
ノ
シ
ロ
、
カ
レ
イ
な
ど
で
あ
る
。
漁
獲
量
が
多
い
と
い
う
こ

と
は
、
入
手
も
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
豊
富
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表
６

漁
獲
高
順
位

(『

愛
知
県
統
計
書』

よ
り
、
肥
料
藻
を
除
く)

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 順位

ウ
ナ
ギ

牡
蠣
ナ
マ
コ

サ
メ
サ
バ
鯛 ハ
マ
グ
リ

エ
ビ
イ
カ
イ
ワ
シ

一
八
九
四

(
Ｍ
�)

鯛 エ
ソ
ハ
マ
グ
リ

灰
介
ア
ナ
ゴ

牡
蠣
ア
サ
リ

ボ
ラ
イ
カ
イ
ワ
シ

一
八
九
五

(

Ｍ
�)

黒
鯛
ア
サ
リ

タ
コ
鯛 カ
レ
イ

コ
ノ
シ
ロ

イ
カ
エ
ビ
ボ
ラ
イ
ワ
シ

一
八
九
六

(

Ｍ
�)

ア
サ
リ

蟹 コ
ノ
シ
ロ

イ
カ
サ
バ
エ
ソ
エ
ビ
ボ
ラ
鯛 イ
ワ
シ

一
八
九
七

(

Ｍ
�)

サ
バ
エ
ソ
藻
魚
シ
ャ
コ

鯛 コ
ノ
シ
ロ

エ
ビ
イ
カ
ボ
ラ
イ
ワ
シ

一
八
九
八

(

Ｍ
�)

ウ
ナ
ギ

コ
ノ
シ
ロ

鯛 よ
ら
め

シ
ャ
コ

ボ
ラ
イ
カ
ア
サ
リ

エ
ビ
イ
ワ
シ

一
八
九
九

(

Ｍ
�)

蚶

(

赤
貝)

鯛 シ
ャ
コ

王
余
魚

シ
ヽ
ビ
介

ボ
ラ
ア
サ
リ

シ
ジ
ミ

ト
リ
ガ
イ

イ
ワ
シ

一
九
〇
二

(

Ｍ
�)

カ
レ
イ

ハ
マ
グ
リ

エ
ビ
シ
ャ
コ

シ
ジ
ミ

ア
サ
リ

背
黒
鰮(

ヒ
シ
コ)

王
余
魚

ボ
ラ
マ
イ
ワ
シ

一
九
〇
四

(

Ｍ
�)

ハ
ゼ
カ
レ
イ

エ
ビ
ハ
マ
グ
リ

ア
サ
リ

シ
ジ
ミ

王
余
魚

ボ
ラ
背
黒
鰮(

ヒ
シ
コ)

マ
イ
ワ
シ

一
九
〇
五

(

Ｍ
	)

シ
ャ
コ

ハ
マ
グ
リ

ア
サ
リ

ハ
ゼ
シ
ジ
ミ

ボ
ラ
ト
リ
ガ
イ

王
余
魚

背
黒
鰮(

ヒ
シ
コ)

マ
イ
ワ
シ

一
九
〇
六

(

Ｍ

)



に
出
回
っ
て
い
て
も
、
価
格
が
高
い
場
合
は
庶
民
の
手
に
届
か
な
く
な

る
。
表
７
は
同
資
料
よ
り
、
一
貫
あ
た
り
の
価
格
を
比
較
し
て
上
位
一

〇
位
ま
で
を
抜
粋
し
た
。
表
６
と
は
魚
種
が
大
き
く
異
な
り
、
共
通
し

て
多
く
登
場
す
る
の
は
タ
イ
、
エ
ビ
な
ど
に
限
ら
れ
る
。
表
７
に
は
ス

ズ
キ
も
入
る
こ
と
か
ら
、
前
日
高
家
文
書
で
儀
礼
に
利
用
さ
れ
て
い
た

魚
の
う
ち
、
タ
イ
や
エ
ビ
、
ス
ズ
キ
は
比
較
的
高
価
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
儀
礼
で
利
用
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
ボ
ラ
の
価
格
を
み

る
と
、
お
お
む
ね
二
〇
位
前
後
で
あ
り
、
全
体
の
中
で
は
中
位
程
度
で

あ
る
。
か
つ
て
ボ
ラ
が
秋
祭
り
の
ご
馳
走
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
っ
た
西
三
河
平
野
部
で
も
、
ボ
ラ
は
当
時

｢

決
し
て
安
い
魚
で
は
な

か
っ
た｣

と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
な
り
の｢

格｣

を
も
っ
た
魚
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
ス
ズ
キ
の
漁
獲
高
順
位
は
三
〇
〜
四
〇
位
で
、
か

な
り
下
位
に
な
る
年
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
中
位
程
度
で
あ
る
。
統
計

資
料
の
数
字
か
ら
は
、
高
価
な
魚
が
必
ず
し
も
儀
礼
の
魚
で
は
な
い
、
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表
７

貫
あ
た
り
価
格
順
位

(『

愛
知
県
統
計
書』

よ
り)

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 順位

ア
サ
リ

ア
ユ
ブ
リ
エ
ビ
ア
ワ
ビ

テ
ン
グ
サ

鯛 マ
グ
ロ

ウ
ナ
ギ

マ
ス 一

八
九
四

(
Ｍ
�)

黒
鯛
タ
コ
エ
ビ
マ
グ
ロ

ア
ワ
ビ

鯛 ア
ユ
ウ
ナ
ギ

サ
ヨ
リ

マ
ス 一

八
九
五

(

Ｍ
�)

ヒ
ラ
メ

キ
ス
エ
ビ
ア
ナ
ゴ

鯛 サ
ヨ
リ

エ
イ
ア
ユ
ウ
ナ
ギ

マ
ス 一

八
九
六

(

Ｍ
�)

貽
貝
黒
鯛
ア
ナ
ゴ

キ
ス
カ
レ
イ

ブ
リ
タ
コ
ア
ユ
ウ
ナ
ギ

マ
ス 一

八
九
七

(

Ｍ
�)

鯛 ア
ナ
ゴ

ブ
リ
マ
グ
ロ

ス
ズ
キ

サ
ワ
ラ

ア
ユ
ウ
ナ
ギ

シ
ラ
ウ
オ

マ
ス 一

八
九
八

(

Ｍ
�)

ホ
ウ
ボ
ウ

サ
ワ
ラ

ボ
ラ
コ
イ
ア
マ
ダ
イ

シ
ラ
ウ
オ

シ
ラ
ウ
オ

ウ
ナ
ギ

ア
ユ
ブ
リ 一

八
九
九

(

Ｍ
�)

ア
メ
ノ
ウ
オ

ウ
ナ
ギ

ウ
ナ
ギ

ム
ツ
シ
ラ
ウ
オ

マ
グ
ロ

ア
ユ
マ
ス
鱠
残
魚

ス
ッ
ポ
ン

一
九
〇
二

(

Ｍ
�)

鯛 ア
メ
ノ
ウ
オ

黒
鯛
ス
ズ
キ

ウ
ナ
ギ

ア
マ
ダ
イ

マ
ス
シ
ラ
ウ
オ

ス
ッ
ポ
ン

ア
ユ 一

九
〇
四

(

Ｍ
�)

ハ
モ
マ
ス
ア
ワ
ビ

鯛 シ
ラ
ウ
オ

ウ
ナ
ギ

黒
鯛
ア
ユ
サ
メ
ス
ッ
ポ
ン

一
九
〇
五

(

Ｍ
	)

ア
ナ
ゴ

エ
ソ
ウ
ナ
ギ

ア
メ
ノ
ウ
オ

ア
マ
ダ
イ

ス
ズ
キ

マ
ス
ア
ユ
オ
コ
ゼ

ス
ッ
ポ
ン

一
九
〇
六

(

Ｍ

)



と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
儀
礼
の
魚
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に
は
、
あ
る
程

度
の
漁
獲
量
＝
儀
礼
に
対
応
で
き
る
漁
獲
・
流
通
量
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
特
に
ボ
ラ
は
祭
礼
や
歳
暮
と
い
っ
た
同
時
期
の
一

斉
需
要
に
対
応
で
き
る
だ
け
の
漁
獲
量
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
う

し
た
儀
礼
の
魚
と
し
て
固
定
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

幕
末
か
ら
大
正
期
の
祝
儀
帳
を
中
心
に
分
析
し
た
結
果
、
東
浦
町
緒

川
で
は
婚
礼
や
産
育
儀
礼
に
お
い
て
、
ボ
ラ
や
ス
ズ
キ
と
い
っ
た
出
世

魚
が
選
択
さ
れ
る
傾
向
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。｢
出
世
魚｣

と
い
う
意

識
は
近
世
後
期
以
降
、
資
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
か

ら
、
こ
の
地
域
で
も
幕
末
頃
に
は
そ
う
し
た
共
通
認
識
が
定
着
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
は

｢

名
吉｣

と
い
う
嘉
名
、
マ
ダ
カ

は

｢

真
高｣

と
い
う
漢
字
が
あ
て
ら
れ
た
こ
と
も
、
祝
儀
に
ふ
さ
わ
し

い
魚
と
さ
れ
た
要
素
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
魚
に
は

｢

格｣

が
あ
り
、
高
級
魚
は
当
然
贈
答
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

タ
イ
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
イ
ナ
メ
や
カ
レ
イ
な
ど
も
、
そ
う
し
た

｢

格｣

を
持
つ
魚
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
儀
礼
に
利
用
さ
れ
る
魚
種
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
様

相
を
示
す
。
例
え
ば
広
島
県
旧
川
尻
町

(

現
呉
市)

で
は
、
出
産
祝
い

の
魚
は｢

チ
ヌ
・
鯛
・
ア
ブ
ラ
メ
・
メ
バ
ル
・
オ
コ
ゼ
・
ヨ
ソ
な
ど
で
、

産
婦
が
食
べ
る
の
は
白
身
の
魚
だ
っ
た｣

[

川
尻
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
・

呉
市
史
編
さ
ん
委
員
会

二
〇
〇
五]

と
い
う
。
瀬
戸
内
海
も
伊
勢
湾

と
同
様
に
ボ
ラ
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
地
域
だ
が
、
前
日
高
家
文
書
で

登
場
し
た
ボ
ラ
や
ス
ズ
キ
な
ど
は
出
て
こ
な
い
。
こ
の
地
域
差
の
理
由

に
、
何
ら
か
の
民
俗
的
な
背
景
が
存
在
す
る
の
か
、
さ
ら
に
は
こ
う
し

た
儀
礼
や
行
事
と
い
っ
た
ハ
レ
の
場
で
利
用
さ
れ
る
魚
に
つ
い
て
、
そ

の
選
択
理
由
に
普
遍
的
な
民
俗
が
存
在
す
る
の
か
を
、
今
後
の
調
査
の

課
題
と
し
た
い
。

【
注
】

(

１)

伊
勢
湾
周
辺
に
お
い
て
、
ス
ズ
キ
の
成
長
段
階
名
は
お
お
む
ね
セ
イ

ゴ
↓
マ
ダ
カ
↓
ス
ズ
キ
と
さ
れ
る
。
マ
ダ
カ
は
二
〜
三
年
目
の
中
型

(

三
五
セ
ン
チ
程
度)

の
も
の
を
さ
す
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

(
２)

イ
ナ
は
ボ
ラ
の
幼
魚
で
、
二
〇
セ
ン
チ
程
度
の
も
の
を
さ
す
。
こ
の

地
域
で
は
ハ
ク
↓
コ
ボ
↓
イ
ナ
↓
ボ
ラ
↓
ト
ド
と
成
長
段
階
名
が
変
わ

る
こ
と
が
多
い
。
二
歳
魚
を
ニ
サ
イ

(

イ
ナ
に
相
当)

、
三
歳
魚
を
サ

ン
サ
イ
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
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(
３)

日
比
野
光
敏
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
ま
た
岡
山
県
に
お
け
る
コ
ノ
シ

ロ
の
食
習
慣
に
つ
い
て
は
畦
五
月
氏
の
報
告
が
あ
り
、
コ
ノ
シ
ロ
寿
司

は
秋
祭
り
の
ご
馳
走
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た

[

畦

二
〇

一
六]
。
ま
た
広
島
県
福
山
市
で
も
、
酢
に
し
た
コ
ノ
シ
ロ
に
酢
飯
を

詰
め
た
姿
寿
司
が
、
秋
祭
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

[

Ｊ
Ａ
広
島
県
女
性
組
織
協
議
会

二
〇
〇
八]

。

(

４)

愛
媛
県
宇
和
島
市
で
は

｢

死
産
嬰
児
の
屍
体
は
床
下
に
埋
め
る
旧
慣

で
あ
っ
た
。
こ
の
屍
体
に
こ
の
し
ろ
を
添
え
て
葬
れ
ば
直
ち
に
ま
た
妊

娠
す
る
と
い
う
俗
信
が
あ
る｣

と
い
う

[

恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会

一

九
七
五

三
二
一]

。
生
臭
物
と
共
に
葬
る
こ
と
で
、
嬰
児
の
魂
は
彼

岸
に
送
ら
れ
ず
こ
の
世
に
留
ま
り
、
ま
た
す
ぐ
に
生
ま
れ
て
く
る
、
と

考
え
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

(

５)

コ
ノ
シ
ロ
は
シ
ン
コ
↓
コ
ハ
ダ
↓
コ
ノ
シ
ロ
と
名
前
が
変
化
す
る
。

西
日
本
で
は
中
型
の
も
の
を
ツ
ナ
シ
と
呼
ぶ

[
田
中
・
阿
部

一
九
五

五

三
五]

。
愛
知
県
で
も
ツ
ナ
シ
と
呼
ぶ
事
例
は
散
見
さ
れ
る
。

(

６)

実
際
は
献
立
表
の
構
成
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
献

立
の
内
容
は
括
弧
内
に
記
載
し
た
。

(

７)
J-D
A
C
『

都
道
府
県
統
計
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス』

https://j-dac.jp/infolib/m
eta_pub/G

0000010ST
A
T
D
B
1

に

よ
る
。
明
治
三
十
三
・
三
十
四
年
、
三
十
六
年
は
欠
号
か
。
原
資
料
で

は
魚
種
は
漢
字
表
記
だ
が
、
一
部
読
み
が
特
定
で
き
な
い
も
の
を
除
い

て
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
改
め
た
。
例
え
ば

｢

王
余
魚｣

は
一
般
的
に
は
カ

レ
イ
だ
が
、
同
年
に

｢

鰈｣
(

カ
レ
イ)

も
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
こ
で
は
そ
の
ま
ま
の
表
記
と
し
た
。

【
参
考
・
引
用
文
献
】

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会

二
〇
一
一

｢

愛
知
県
史
民
俗
調
査
資
料
集
成｣

(『

愛
知
県
史

別
編

民
俗
１

総
説』

付
録
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ)

、
愛

知
県

阿
久
比
町
誌
編
さ
ん
委
員
会

一
九
九
五

『

阿
久
比
町
誌

資
料
編
八

(

民
俗)』

阿
久
比
町

伊
勢
市

二
〇
〇
七

『

伊
勢
市
史』

第
八
巻

民
俗
編
、
伊
勢
市

畦
五
月

二
〇
一
六

｢

岡
山
県
南
部
地
域
に
お
け
る
ヒ
ラ
、
サ
ッ
パ
、
コ

ノ
シ
ロ
の
食
習
慣
の
変
遷｣

『

日
本
調
理
科
学
会
誌』

四
九
巻
六
号
、

日
本
調
理
科
学
会

恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会

一
九
七
五

『

日
本
産
育
習
俗
資
料
集
成』

第
一

法
規
出
版

川
尻
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
・
呉
市
史
編
さ
ん
委
員
会

二
〇
〇
五

『

川
尻

町
誌
民
俗
編』

呉
市
役
所

小
早
川
道
子

二
〇
一
五

｢

西
三
河
平
野
部
の

｢

祭
り
魚｣

―
ボ
ラ
の
地

位
と
利
用
の
変
化
に
つ
い
て
―｣

『

中
京
大
学
文
学
会
論
叢』

第
一
号
、

中
京
大
学
文
学
会

民
俗
学
研
究
所

一
九
七
〇

｢

改
訂
綜
合
日
本
民
俗
語
彙｣

第
三
巻
、
平

凡
社

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部

二
〇
〇
五

『

日
本
方
言
大
辞
典』

下
巻
、
小

学
館

半
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会

一
九
九
一

『

半
田
市
誌

資
料
篇
Ⅴ
近
世
１』

愛
知
県
半
田
市

田
中
茂
穗
・
阿
部
宗
明

一
九
五
五

『

図
説
有
用
魚
類
千
種

―
正
編
―』
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森
北
出
版
株
式
会
社

Ｊ
Ａ
広
島
県
女
性
組
織
協
議
会

二
〇
〇
八

『

ひ
ろ
し
ま
の
味』

広
島
県

農
業
協
同
組
合
中
央
会

東
海
市
史
編
さ
ん
委
員
会

一
九
九
〇

『

東
海
市
史

通
史
編』

愛
知
県

東
海
市

東
海
市
編
さ
ん
委
員
会

一
九
八
二

『

東
海
市
史

資
料
編

第
四
巻』

愛
知
県
東
海
市

【
付
記
】

前
日
高
家
文
書
・
日
高
家
文
書
は
、
所
蔵
す
る
東
浦
町
郷
土
資
料
館

よ
り
提
供
・
使
用
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
同
館
専
門
員
で
あ
り
日

本
民
俗
学
会
名
誉
会
員
の
津
田
豊
彦
氏
に
は
、
資
料
内
容
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
や
資
料
の
複
写
な
ど
、
多
大
な
る
ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
。

心
よ
り
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
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